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第
28
回
定
期
全
国
大
会
で

は
、
８
つ
の
基
本
任
務
を
決

定
し
、
19
春
闘
は
、
「
８
時

間
働
け
ば
生
活
で
き
る
社
会

へ
！
」
中
小
非
正
規
労
働
者

の
生
活
防
衛
の
19
春
闘
に
勝

利
し
よ
う
！
ス
ト
ラ
イ
キ
を

背
景
に
敢
然
と
闘
い
敢
然
と

勝
利
し
よ
う
！
と
闘
い
の
柱

を
設
定
し
た
。
職
場
闘
争
を

強
め
、
労
働
者
と
民
衆
の
利

益
を
守
れ
る
闘
う
組
織
を
築

い
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
「
働
き
方
一
括
法
」
の
反

労
働
者
性
を
暴
露
し
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

を
職
場
に
持
ち
込
ま
せ
ず
、

労
働
基
本
権
の
確
立
、
均
等

待
遇
を
実
現
し
て
い
く
。
そ

し
て
中
小
企
業
労
働
者
、
２

１
３
０
万
人
非
正
規
労
働
者
・

外
国
人
労
働
者
の
生
活
破
壊

を
許
さ
な
い
闘
い
が
19
春

闘
で
問
わ
れ
て
い
る
。

労
働
分
配
率
も
、
２
０

０
９
年
の
６
３
・
８
％
か

ら
２
０
１
６
年
は
５
２
・

８
％
と
低
下
し
て
い
る
。

特
に
大
企
業
で
は
４
５
・

３
％
％
と
、
46
年
ぶ
り
の

低
水
準
と
な
っ
て
お
り
、

弱
体
春
闘
情
勢
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。
更
に
中
小
労

働
者
は
、
中
小
零
細
企
業

へ
の
仕
入
れ
単
価
引
き
下

げ
が
続
く
中
で
、
搾
取
・

収
奪
の
強
化
、
大
企
業
労

働
者
と
の
賃
金
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
。

19
春
闘
は
、
す
で
に
大
手

大
企
業
労
組
が
自
ら
の
利
益

追
求
の
み
に
走
り
、
「
あ
る

べ
き
水
準
重
視
」
と
称
し
て
、

春
闘
破
壊
・
逃
亡
を
図
っ
て

い
る
。
18
春
闘
で
、
ト
ヨ
タ

労
使
が
始
め
て
ベ
ア
を
非
公

開
と
し
、
連
合
春
闘
の
枠
組

み
を
崩
し
、
春
闘
の
社
会
的

役
割
を
大
き
く
後
退
さ
せ
た
。

19
春
闘
を
社
会
的
に
闘
う
こ

と
が
崖
っ
ぷ
ち
と
な
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く
の

中
小
非
正
規
労
働
者
が
自
ら

立
ち
上
が
り
、
闘
う
春
闘
の

旗
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
問

わ
れ
て
い
る
。
大
幅
賃
金
ア
ッ

プ
を
求
め
る
と
同
時
に
、
企

業
内
最
賃
の
ア
ッ
プ
・
時
給

ア
ッ
プ
の
闘
い
を
組
織
し
勝

ち
取
ろ
う
。

潰
し
・
刑
事
弾
圧
・
組
合
役

員
へ
の
不
当
逮
捕
が
続
い
て

い
る
。
ま
さ
に
ス
ト
ラ
イ
キ

を
「
威
力
業
務
妨
害
」
と
し
、

労
働
組
合
が

ス
ト
ラ
イ
キ
闘

争
に
つ
い
て
協
議
し
た
こ
と

自
体
を
事
件
に
仕
立
て
上
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
憲
法
２

８
条
の
破
壊
で
あ
り
、
す
べ

て
の
労
働
組
合
に
か
け
ら
れ

た
攻
撃
に
他
な
ら
な
い
。

一
つ
一
つ
の
争
議
は
、
全
国

一
般
全
国
協
の
肉
や
骨
を
削
っ

て
闘
っ
て
い
る
争
議
で
あ
る

こ
と
、
わ
が
身
の
闘
い
と
し

て
の
争
議
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
、
必
ず
や
闘
い
を
勝
利

に
導
こ
う
！
す
べ
て
の
争
議

に
勝
利
し
よ
う
！

「
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
社
会
へ
」
!!

非
正
規
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
始
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
ず
、
19
春
闘
を

闘
お
う
!!

大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
!!

11
月
に
は
、
Ｆ
Ａ
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
分
会
解
雇
撤
回
裁
判
、

メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
支
部
20
条

裁
判
控
訴
審
の
二
つ
裁
判
が

結
審
し
た
。
何
れ
も
年
度
内

判
決
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
全
国
一
般
全
国
協

は
多
く
の
裁
判
・
労
働
委
員
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スケジュール

◆ 11月30日（金）18:30～ ＠全水道会館４Ｆ

19けんり春闘発足総会

◆ 1月11日(金) 18:30～

全労協・旗開き ＠東京新橋・交通会館

◆ 1月26日(土) 13:00～

全国協・第24回各県代表者会議

＠大阪市西区「学働館・関生」

会
闘
争
を
抱
え
て
い
る
。

法
廷
内
外
の
闘
い
で
互
い
の

支
援
を
強
め
、
仲
間
達
の
闘

い
を
断
固
勝
利
さ
せ
よ
う

ま
た
、
全
港
湾
と
共
に
三

単
産
共
闘
の
仲
間
で
あ
る
全

日
建
連
帯
労
組
関
西
地
区
生

コ
ン
支
部
へ
の
熾
烈
な
組
合

憲
法
改
悪
・
発
議
は
Ｎ
Ｏ
!!
「
共
謀
罪
」
法
は

廃
止
！
戦
争
を
す
る
国
作
り
を
許
さ
ず
、
安
倍

内
閣
を
打
倒
す
る
闘
い
を
強
め
よ
う
!!

関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
へ
の
組
合
潰
し
・
刑
事

弾
圧
を
許
さ
ず
、
そ
し
て
、
全
て
の
争
議
に
勝

利
し
よ
う
！
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安
倍
政
権
に
よ
る
「
働
き

方
改
革
」
は
、
中
味
を
具
体

化
す
る
省
令
・
指
針
の
策
定

作
業
が
、
労
働
政
策
審
議
会

で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

注
目
し
、
働
き
か
け
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
だ
が
、
一
方

で
、
残
業
規
制
な
ど
の
内
容

は
確
定
し
、
来
年
４
月
実
施

の
36
協
定
の
様
式
が
決
ま
っ

た
。そ

こ
で
は
、
た
と
え
ば
過

半
数
労
組
が
な
い
場
合
の
労

働
者
代
表
の
選
出
に
使
用
者

の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
、

従
来
よ
り
き
つ
く
規
制
が
書

か
れ
て
い
る
。
少
数
組
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
、
職
場
闘
争
を
展

開
す
る
足
掛
か
り
に
で
き
る

だ
ろ
う
。
実
際
に
36
協
定
を

見
た
こ
と
の
あ
る
組
合
員
が

意
外
と
少
な
い
と
い
う
話
が

あ
る
。
36
協
定
が
な
い
と
、

残
業
は
違
法
行
為
と
な
り
、

使
用
者
に
対
し
て
刑
事
罰
が

課
さ
れ
る
。
締
結
期
間
も
、

一
般
的
に
は
１
年
が
多
い
よ

う
だ
が
、
１
ヶ
月
の
単
位
で

結
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
締
結
が
闘
い
の
武
器
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。

安
倍
「
働
き
方
改
革
」
反

対
闘
争
は
こ
れ
か
ら
も
広
げ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

36
協
定
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
か
ら
、
闘
い
を
ま
ず
始
め

よ
う
!!

今
年
10
月
か
ら
新
最
低
賃

金
が
発
効
し
、
全
国
平
均
で

は
26
円
引
き
上
げ
ら
れ
８
７

４
円
と
な
っ
た
。
今
年
の
改

定
の
特
徴
は
、
地
域
格
差
解

消
の
声
が
地
方
か
ら
上
が
る

中
で
、
最
も
低
い
Ｄ
ラ
ン
ク

16
の
す
べ
て
の
県
で
目
安
額

に
１
円
か
ら
２
円
プ
ラ
ス
す

る
答
申
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
19
の
県
で
は

８
０
０
円
以
下
で
あ
り
、
東

京
（
９
８
５
円
）
と
、
最
も

低
い
鹿
児
島
（
７
６
１
円
）

の
差
は
１
円
拡
大
し
、
２
２

４
円
に
な
っ
て
い
る
。
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
昨
年
の
最
低
賃
金
改

定
を
受
け
て
給
与
体
系
を
見

直
し
た
企
業
の
割
合
は
44
％

で
あ
り
、
前
年
よ
り
９
％
増

え
て
い
る
。
今
年
度
は
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
最
低
賃
金
の
改
定
を
受

け
て
、
特
に
低
賃
金
労
働
者

の
賃
金
引
き
上
げ
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

新
最
低
賃
金
の
周
知
や
、

最
賃
違
反
の
摘
発
に
取
り
組

む
中
で
、
低
賃
金
労
働
者
の

賃
上
げ
を
組
織
化
し
よ
う
。

日
本
の
最
低
賃
金
の
問
題

点
は
「
金
額
の
低
さ
、
地
域

格
差
の
拡
大
、
審
議
会
の
非

公
開
性
」
に
あ
る
。

地
域
最
低
賃
金
の
格
差
解

消
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
中
で
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
１
５
０

０
円
の
実
現
を
訴
え
よ
う
。

関
西
生
コ
ン
支
部
へ
、
か
っ

て
な
い
異
常
な
弾
圧
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
警
組
織
犯
罪
対
策

課
に
よ
る
４
名
の
不
当
逮
捕

（
８
月
９
日
、
28
日
）
に
続

き
、
９
月
18
日
に
は
大
阪
府

警
が
16
名
も
の
支
部
役
員
・

組
合
員
を
逮
捕
。
被
逮
捕
者

は
武
建
一
執
行
委
員
長
以
下

20
名
に
及
び
ま
す
（
10
月
に

入
っ
て
大
阪
の
16
名
は
釈
放
）
。

労
働
組
合
を
機
能
停
止
に
追

い
込
も
う
と
関
西
の
他
府
県

警
も
弾
圧
拡
大
に
動
い
て
い

ま
す
。
権
力
・
資
本
の
意
を

受
け
、
買
収
さ
れ
た
排
外
主

義
者
・
ヘ
イ
ト
集
団
の
襲
撃

も
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
弾
圧
に
反
撃
し
て
、

９
月
22
日
「
労
働
組
合
へ
の

大
弾
圧
を
許
さ
な
い
！
」
緊

急
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
エ
ル
お
お
さ
か
南
館

ホ
ー
ル
を
一
杯
に
し
て
、
結

集
し
た
３
５
０
人
が
次
々
と

怒
り
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
悪
徳
資
本
へ
の
抗
議
行
動

や
組
合
へ
の
組
織
拡
大
活
動

な
ど
労
働
組
合
と
し
て
の
正

当
な
行
為
を
「
犯
罪
」
と
す

る
暴
挙
は
許
さ
な
い
！
憲
法

職
場
闘
争
で
、
安
倍
「
働
き
方
改
革
」
に
反
撃
し
よ
う
!!

36
協
定
を
重
視
し
、
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
!!

最
低
賃
金
改
定
を
受
け
、
周
知
と
違

反
摘
発
、
賃
上
げ
に
取
り
組
も
う
!!

28
条
（
団
結
権
、
団
体
交
渉

権
、
団
体
行
動
権
）
を
真
っ

向
か
ら
否
定
す
る
も
の
だ
！

こ
の
闘
い
は
改
憲
・
独
裁
を

進
め
る
安
倍
政
権
と
の
闘
い

で
も
あ
る
！
」
と
。

来
年
の
５
月
１
日
メ
ー
デ
ー

に
ぶ
つ
け
た
天
皇
即
位
式
や

大
阪
で
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
な

ど
に
向
け
た
こ
の
弾
圧
を
は

ね
返
す
の
は
、
よ
り
大
き
な

団
結
と
闘
い
で
す
。
毎
土
曜

日
の
大
津
署
・
大
阪
府
警
本

部
へ
の
抗
議
行
動
に
、
様
々

な
労
組
・
市
民
団
体
が
と
も

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
12
月

８
日
に
は
、
中
央
区
民
セ
ン

タ
ー
で
よ
り
大
規
模
な
反
弾

圧
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
、
連
帯
と

賛
同
の
声
を
ぜ
ひ
と
も
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。
（
但
馬
け
い

子
・
大
阪
全
労
協
議
長
）

大弾圧抗議９・２２緊急集会＠エルおおさか

連
帯
ユ
ニ
オ
ン
関
西
生
コ
ン
支
部
へ
の

不
当
弾
圧
を
全
国
の
団
結
で
跳
ね
返
そ
う
!!

絶対に協定してはいけない！！ 時間外月45時間・

年720時間以内の「協定届（特別条項）」の用紙見本
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11
月
５
日
、
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
に
お
い
て
全
国
一

般
全
国
協
議
会
中
央
と
傘
下

の
教
育
関
係
労
組
は
、
文
部

科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
と

の
間
で
、
当
面
し
て
い
る
主

要
な
問
題
の
い
く
つ
か
に
つ

い
て
要
請
と
交
渉
を
行
な
っ

た
。
こ
の
行
動
は
、
立
憲
民

主
党
阿
部
知
子
衆
議
院
議
員

の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た

も
の
で
あ
る
。

以
下
の
４
つ
の
課
題
に
つ

い
て
、
事
前
に
両
省
に
文
書

に
よ
っ
て
質
問
や
情
報
提
供

を
要
請
し
て
お
り
、
交
渉
は

各
課
題
毎
に
こ
の
要
請
に
対

当
事
者
性
の
確
立
、
③
介
護

労
働
の
専
門
性
を
巡
っ
て
、

「
行
政
が
示
し
て
い
る
よ
う

な
既
存
の
専
門
性
（
当
事
者

を
管
理
す
る
も
の
で
し
か
な

い
）
で
は
だ
め
、
し
か
し
、

高
齢
者
や
障
害
者
と
向
き
合

う
、
違
う
種
類
の
専
門
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
専
門

性
の
全
否
定
は
違
う
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
議
論
が
発
展

し
た
。
こ
う
し
て
議
論
の
共

通
土
台
は
で
き
た
も
の
の
、

で
各
課
題
毎
に
進
め
ら
れ
、

数
点
に
つ
い
て
、
政
府
側
が

見
解
を
改
め
て
整
理
し
て
後

日
組
合
側
に
届
け
る
こ
と
、

ま
た
、
組
合
側
か
ら
は
政
府

の
実
情
に
即
し
た
判
断
・
行

動
に
資
す
る
た
め
に
有
益
と

思
わ
れ
る
現
場
の
具
体
例
に

つ
い
て
政
府
側
に
提
供
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

途
中
休
憩
な
し
の
２
時
間

に
渡
る
濃
密
な
交
渉
で
あ
り
、

今
後
の
活
動
に
活
か
す
上
で

も
上
記
確
認
事
項
の
履
行
を

含
む
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必

須
で
あ
る
。
（
浅
利
俊
明
）

11
・
11

第
１
回
「
起
ち
あ
が
る
介
護
労
働
者
交
流
会
」

11
・
19

厚
生
労
働
省
交
渉
の
報
告

●
11
月
11
日
「
起
ち
あ
が
る

介
護
労
働
者
交
流
会
」
が
、

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
集
会
は
、
「
介
護
労

働
者
の
権
利
宣
言
」
を
ま
と

め
よ
う
と
い
う
提
起
を
受
け
、

全
国
（
東
京
・
神
奈
川
・
富

山
・
京
都
・
大
阪
）
の
介
護

労
働
者
が
集
い
討
議
し
た
。

「
権
利
草
案
」
を
巡
る
議
論

は
、
①
看
護
労
働
と
介
護
労

働
の
違
い
、
②
高
齢
者
と
介

護
労
働
者
の
関
係
、
双
方
の

小
田
原
東
郵
便
局
セ
ク
ハ
ラ
裁
判

最
高
裁
へ
上
告

全
国
一
般
神
奈
川

小
田
原
東
郵
便
局
に
お
け

る
セ
ク
ハ
ラ
労
災
裁
判
に
対

し
、
横
浜
地
裁
に
続
き
、
東

京
高
裁
も
、
９
月
４
日
原
告

の
請
求
を
棄
却
す
る
不
当
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

判
決
内
容
は
、
一
審
判
決

を
見
直
し
、
職
場
に
お
け
る

セ
ク
ハ
ラ
被
害
の
認
定
が
さ

れ
て
一
歩
前
進
は
し
ま
し
た

が
、
「
セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
継

続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

同
様
の
行
為
は
日
常
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
強

い
心
理
的
負
荷
が
無
い
」
と

さ
れ
、
「
会
社
の
対
応
も
全

体
と
し
て
み
れ
ば
、
不
適
切

で
は
な
い
。
」
と
し
て
、
業

務
起
因
性
は
否
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
件
は
、
も
し
被
害

者
が
女
性
と
す
る
な
ら
ば
、

身
体
的
接
触
が
継
続
し
て
行

わ
れ
た
場
合
、
業
務
起
因
性

が
間
違
い
な
く
認
め
ら
れ
る

は
ず
で
す
。
こ
れ
は
、
被
害

者
が
男
性
で
あ
る
が
故
に
、

た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と

い
う
不
当
な
解
釈
で
す
。

こ
れ
ら
を
理
由
に
９
月
12

日
、
最
高
裁
へ
上
告
し
ま
し

た
。
最
高
裁
で
は
、
安
全
配

慮
義
務
違
反
で
あ
り
、
業
務

起
因
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ

る
と
訴
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
小
田
原
東
郵
便
局
・
瀧
山
）

す
る
政
府
側
か
ら
の
回
答
や

情
報
の
提
供
か
ら
始
ま
っ
た
。

以
下
が
「
４
つ
の
課
題
」

で
あ
る
。
①
大
学
・
教
育
委

員
会
で
の
講
師
委
託
に
つ
い

て
、
②
社
会
保
険
加
入
に
つ

い
て
、
③
労
働
契
約
法
違
反
・

無
期
雇
用
転
換
逃
れ
の
脱
法

行
為
に
つ
い
て
、
④
「
特
例

法
」
に
つ
い
て

交
渉
は
、
政
府
側
が
関
係

法
の
解
釈
に
つ
い
て
見
解
を

述
べ
、
組
合
側
が
労
働
現
場

の
実
態
に
基
づ
い
て
表
明
さ

た
政
府
側
の
見
解
に
つ
い
て

重
ね
て
質
す
、
と
い
う
流
れ

語
学
教
育
関
係
労
組
が
、
文
科
・

厚
労
省
交
渉

ゼ
ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン

11/5

9/2

さ
ら
な
る
議
論
の
必
要
性
を

確
認
し
た
。
介
護
総
が
か
り

の
全
国
体
制
が
強
め
ら
れ
た
。

●
11
月
19
日
、
厚
労
省
交
渉

に
実
行
委
員
会
と
し
て
取
り

組
ん
だ
。

京
都
・
大
阪
・
東
京
・
神

奈
川
・
福
島
か
ら
ケ
ア
労
働

者
約
30
人
が
参
加
し
て
、
２

時
間
超
に
わ
た
り
、
現
場
の

実
態
を
厚
労
省
担
当
者
10
人

に
突
き
つ
け
た
。
厚
労
省
の

超
高
齢
化
社
会
に
む
け
た
介

護
給
付
費
縮
減
あ
り
き
の

「
軽
度
者
と
生
活
援
助
切
捨

て
、
サ
ー
ビ
ス
時
間
の
短
縮
・

細
切
れ
、
回
数
制
限
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、
報
奨
金

誘
導
」
政
策
と
「
介
護
保
険

か
ら
の
卒
業
」
強
制
で
、
誰

が
苦
し
ん
で
い
る
か
？
利
用

者
が
「
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
殺

し
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
て

い
る
、
大
手
事
業
所
が
見
捨

て
た
困
難
者
を
零
細
事
業
所

が
引
受
け
、
労
基
法
違
反
が

蔓
延
し
て
い
る
等
を
訴
え
た
。

介護労働者交流集会＠田中機械ホール

11・19厚労省交渉＠衆議員第２会館

業種別共闘 語学教育

介護総
ががり

ゼネラルユニオン・デニス委員長

（１）第144号 全国一般全国協 2018年11月22日

山
紀
会
支
部
は
、
大
阪
市

西
成
区
に
あ
る
病
院
と
介
護

事
業
の
職
員
ら
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
今
か
ら
5
年
前
に

組
合
結
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
成
後
す
ぐ
に

会
社
は
、
組
合
拠
点
事
業
所

に
対
し
て
連
携
遮
断
、
組
合

監
視
、
一
部
閉
鎖
、
雇
止
な

ど
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た

団
交
は
ゼ
ロ
回
答
ば
か
り
で

不
誠
実
な
対
応
が
続
き
ま
し

た
。そ

こ
で
組
合
は
、
不
当
労

働
行
為
救
済
申
立
を
行
い
、

現
在
、
調
査
・
審
問
中
で
す
。

２
回
目
組
合
側
の
主
尋
問

の
時
、
病
院
の
ヘ
ル
パ
ー
組

合
員
が
、
低
賃
金
と
夜
勤
の

多
さ
に
つ
い
て
証
言
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
社
は
こ
の

組
合
員
に
対
し
て
報
復
と
し

て
一
方
的
に
労
働
条
件
変
更

し
ま
し
た
。
組
合
は
す
ぐ
に

実
効
確
保
の
措
置
申
立
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
労
働

委
員
会
か
ら
会
社
に
対
し
て

実
効
確
保
の
措
置
勧
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

勧
告
の
結
果
、
労
働
条
件

は
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
ま
し
た

が
、
団
交
に
て
会
社
側
か
ら

の
謝
罪
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
は
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
の
で
、
ビ
ラ
配
り
な
ど

を
行
い
団
結
し
て
き
ま
す
！

10/31

廃
炉
作
業
が
行
わ
れ
る
福

島
第
一
原
発
構
内
で
、
昨
年

10
月
26
日
に
自
動
車
整
備
士

と
し
て
働
く
猪
狩
忠
昭
さ
ん

が
倒
れ
そ
の
ま
ま
急
死
し
た
。

東
電
は
そ
の
日
の
う
ち
に

『
発
電
所
作
業
に
起
因
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
。
』

と
記
者
会
見
。
し
か
し
、
遺

族
は
忠
昭
さ
ん
の
長
時
間
労

働
の
実
態
か
ら
「
過
労
死
で

は
な
い
か
」
と
確
信
し
、
東

電
の
早
す
ぎ
る
発
表
に
強
い

疑
念
を
抱
い
た
。
こ
の
日
は

悲
し
み
の
中
で
、
遺
族
の
粘

り
強
い
闘
い
が
始
ま
っ
た
日

で
も
あ
る
。

こ
の
遺
族
の
闘
い
が
、
私

た
ち
と
の
出
会
い
を
つ
く
っ

た
。
フ
ク
シ
マ
原
発
労
働
者

相
談
セ
ン
タ
ー
、
東
京
労
働

安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
と
の
共

同
し
た
支
援
の
中
、
遺
族
は

い
わ
き
自
由
労
組
に
加
入
し
、

今
年
３
月
い
わ
き
労
働
基
準

監
督
署
に
労
災
申
請
。
数
度

に
わ
た
る
労
基
署
へ
の
申
入

れ
行
動
を
経
て
、
10
月
16
日

つ
い
に
労
災
認
定
を
勝
ち
取
っ

た
。
長
時
間
労
働
に
よ
る
過

労
死
認
定
は
、
事
故
後
の
福

島
第
一
原
発
で
初
め
て
で
あ

る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
11
月

５
～
８
日
に
全
国
で
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。
東
電
と
元
請

宇
徳
は
「
コ
メ
ン
ト
す
る
立

場
に
な
い
」
と
責
任
回
避
し
、

雇
用
会
社
い
わ
き
オ
ー
ル
は

「
長
時
間
労
働
と
は
考
え
て

い
な
い
」
と
驚
く
べ
き
開
き

直
り
を
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
の
背
後
に
は
、

廃
炉
作
業
に
絡
む
利
権
構
造

が
あ
る
。
遺
族
を
中
心
に
固

く
団
結
し
、
国
の
責
任
を
も

見
据
え
て
「
死
に
至
ら
し
め

た
責
任
」
を
徹
底
追
及
す
る

闘
い
を
決
意
し
て
い
る
。
全

国
か
ら
の
力
強
い
支
援
を
要

請
し
た
い
。

（
中
央
執
行
委
員
・
佐
藤
隆
）

東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
の

過
労
死
で
労
災
認
定
を
勝
ち
取
る
!!

労
働
委
員
会
か
ら
不
当
労
に
実
行
確
保
措
置
勧
告

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
山
紀
会
支
部

10
月
31
日
、
狭
山
事
件
の

再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
＆

デ
モ
行
進
に
、
全
芝
浦
屠
場

労
組
青
年
部
10
数
人
で
参
加

し
ま
し
た
。
デ
モ
解
散
地
点

で
は
石
川
さ
ん
が
、
私
た
ち

二
千
人
の
一
人
ひ
と
り
に
握

手
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
か
ら
44
年
前
の
き
ょ
う
、

被
差
別
部
落
の
青
年
石
川
一

雄
さ
ん
に
東
京
高
裁
寺
尾
裁

判
長
は
無
期
懲
役
と
い
う
不

当
極
ま
り
な
い
判
決
を
下
し

ま
し
た
。
こ
の
判
決
が
石
川

さ
ん
に
今
も
な
お
「
見
え
な

い
手
錠
」
を
か
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
毎
月
、
地
区
共

闘
で
品
川
、
大
井
町
、
大
森
、

蒲
田
で
狭
山
再
審
を
求
め
る

駅
頭
情
宣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
が
働
く
食
肉
市
場
も
、

差
別
投
書
や
ネ
ッ
ト
で
の
悪

質
な
書
き
込
み
等
が
無
く
な

る
こ
と
は
な
く
、
未
だ
に
部

落
差
別
に
基
づ
く
偏
見
や
言

わ
れ
の
な
い
差
別
に
苦
し
む

職
員
が
大
勢
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、

16
年
前
に
「
お
肉
の
情
報
館
」

を
市
場
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

屠
場
の
業
務
や
肉
の
生
産
・

流
通
の
紹
介
を
通
し
て
、
偏

見
や
差
別
の
解
消
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
一
日
も
早
く

後
藤
眞
理
子
裁
判
長
が
鑑
定

人
尋
問
な
ど
の
事
実
調
べ
を

行
な
い
、
狭
山
事
件
の
再
審

開
始
を
、
今
ま
で
以
上
に
強

く
求
め
て
い
き
ま
す
。
共
に

ガ
ン
バ
ロ
ー
!!
（
黒
澤
雅
俊
）

あ
ら
か
ぶ
さ
ん
裁
判

第
10
回
口
頭
弁
論
＆
報
告
会

狭
山
再
審
要
求
集
会
に
参
加
し
て

全
芝
浦
屠
場
労
組
（
東
京
南
部
）

10/31石川さん＠日比谷野音

福
島
原
発
被
ば
く
労
災
損
害
賠
償
請
求

10/1611/1411
月
14
日
、
東
京
地
裁
で

第
10
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ

た
。
百
人
の
大
法
廷
が
あ
ふ

れ
た
。
午
後
２
時
開
廷
で
、

裁
判
長
は
、
ま
ず
提
出
さ
れ

た
書
証
の
確
認
を
し
た
。
そ

し
て
、
次
回
１
月
23
日
に
双

方
の
主
張
が
出
揃
う
の
で
、

進
行
協
議
を
お
こ
な
う
、
３

月
13
日
に
争
点
整
理
、
続
い

て
５
月
８
日
に
人
証
予
定
、

と
確
認
し
て
、
約
10
分
で
閉

廷
し
た
。

午
後
３
時
か
ら
、
報
告
集

会
が
参
議
院
議
員
会
館
で
も

た
れ
、
約
80
人
が
参
加
し
た
。

弁
護
団
か
ら
、
「
裁
判
の
争

点
と
今
後
の
進
行
・
課
題
」

に
つ
い
て
解
説
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

最
後
に
、
あ
ら
か
ぶ
さ
ん

が
「
霞
ヶ
関
に
来
て
、
皆
さ

ん
が
並
ん
で
く
れ
て
い
る
ん

だ
!!
と
ホ
ン
ト
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
ま
す
!!
」
と
あ
い
さ
つ
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

11月7日 遺影を前に

記者会見する家族


